
 
 

 

 

  
 

表情とコンテクストを含むソーシャルグラフ構築システムの検討 
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近年普及しているSNSではソーシャルグラフといった,人間関係の可視化がマーケティングにおいて重視されている．
我々はこのソーシャルグラフに人の表情による感情情報を付加する事で,詳細な人間関係の可視化し,的確なマーケテ
ィングの支援を目指す.スマートフォンに内蔵されているインカメラを利用し, SNS 利用時の表情を分析する事で,SNS
でのコミュニケーション時における感情を可視化する実装手法を検討する.我々は提案手法の実現可能性を検証する
ため,実際に表情分析の基礎的な実験や検討を行った.  

 

Constructing System of Social Graph Including Facial Expressions 

and Context. 
 

TATSUYA IWAMATSU† TAKESHI IWAMOTO† 
MICHITO MATSUMOTO† 

 
Recently, visualization of human relations at SNS becomes important in marketing. We propose Social Graph including emotion 
information to support marketing. Using in-camera of smartphone, we get facial expression at SNS’s communication and analyze 
this one. We suggest method about visualization emotion at SNS's communication based on analyzing facial expression. In this 
paper, We actually perform basic experiment about facial expressions analyze for confirm this method's feasibility. 

 
 

1. はじめに   

 近年,Facebook や twitter といった SNS の普及が進んでお

り,ネットワークを介したコミュニケーションの機会が増

加している. また SNS の普及に伴い,SNS 上での人間関係

を利用したビジネスやマーケティングが広まっており ,そ
の市場規模も拡大している[1].その市場における指標とし

て,ソーシャルグラフという概念がある.これは, SNSなどの

インターネット上での人間関係をグラフ理論におけるノー

ドとエッジの集合で表現したものである.これを利用し,ユ
ーザ同士で商品やサービスを推薦させたり誘い合わせたり

といったレコメンドを促す事でより多くの収益を上げると

いう利用が推奨されている .実際に Facebook の ”Open 
Graph”やMixiの”People API”というように,ソーシャルグラ

フが自由に利用できる形で公開されている. 
ソーシャルグラフにおいて人間関係の情報は重要であ

り,より正確に取得した人間関係が,より的確なレコメンド

を引き起こす事が出来ると考えられる.実際に Facebook が

公開しているソーシャルグラフ情報の中でも ,友人関係と

いった単純な情報だけでなく,趣味や趣向など細かな情報

も参照できるようになっている[2].また,Pinterest 等のよう

に利用者間の共通の興味を軸とした人間関係の構築を行う

インタレストグラフといった言葉も使われるようになって

きている[3]. 
このように,ソーシャルグラフをただ利用するのではな

く,そこで得られた人間関係に対して詳細な情報を持たせ
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る事が重視されてきていると考えられる.そこで我々は,感
情情報をソーシャルグラフに付加する事を提案する.ネッ

トワークを通さない通常の人間関係において感情は重要な

要素であり,これは SNS 上であっても同じであると考えら

れる.SNS 上でのコミュニケーションにおいて感情情報を

取得する事で「この人は好き」「この人は嫌い」といった通

常では可視化できない細かな情報をソーシャルグラフへ付

加することができれば,より正確な人間関係を表現する事

が可能となる. 
本研究では人の感情を取得するために顔の表情を利用

する．表情による感情表現は Ekman らにより基本的な表情

と感情表現であれば文化,人種を問わず万国共通であると

されている[4].したがって異国間の人間関係など広くソー

シャルグラフが形成されている場合であっても感情表現の

付加が可能である. 
また，SNS はスマートフォンでの利用機会が多く[5],そ

の場合,利用者は画面を見る事になるため,スマートフォン

に内蔵されているインカメラにて表情を取得出来る. 表 1
に 2012 年夏に各携帯電話キャリアから発売されているス

マートフォンの調査を示す．このようにインカメラを持つ

スマートフォンも増加しており, 利用者に特別な操作，端

末を利用させずに表情および感情の取得が可能である． 
本研究では,既存の SNS を利用時の表情から感情を取得

し,SNS でのコミュニケーションにコンテクストとして付

加する事で,より詳細なソーシャルグラフを得るシステム

の検討を行う. 
 

表 1 2012 年夏に各携帯電話キャリアから発売された 
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スマートフォンの調査 

キャリア 
すべての端末 

[台数] 

インカメラを 

搭載する端末 

[台数] 

割合[%] 

NTT ドコモ 15 13 86.7 

au 5 4 80 

Softbank 4 4 100 

合計 24 21 87.5 

 

2. システム 

 本章ではスマートフォンにおける SNS 利用時の表情か

ら感情を取得し,感情情報を持つソーシャルグラフを形成

するシステムの詳細を示す. 
2.1 システム概要 

図 1 に本システムの概要図を示す. 
 

 
図 1 本研究で検討するシステムの概要図 

 

本システムは,SNS 利用時における利用者の表情を取得

し,解析を行うスマートフォンアプリケーション部分と,そ
れらの情報を集約し,ソーシャルグラフの情報として管理

するサーバ部分に分かれる. 
まず, スマートフォンアプリケーション部分では基本的

な SNS 利用機能を実装する.twitter を例にすると,タイムラ

インの閲覧といった情報の取得機能,つぶやきの投稿とい

った情報の発信機能である.また,これらの機能を利用する

際にはインカメラから顔写真の取得を行う.顔写真から顔

の目や口,鼻等の特徴点情報を取得し,その他コンテクスト

と共にサーバへ送信する.ここで利用されるコンテクスト

とは,利用者や利用者とコミュニケーションを行った SNS
上ユーザの情報,時間,場所などが挙げられる. 
サーバ部分ではスマートフォンアプリケーション部分

から送られてきた情報をデータベースへ格納し,顔特徴点

情報から表情分類を行う.さらに SNS から API などのソー

シャルグラフ情報を取得し,コンテクスト情報との紐付け

を行う事で感情情報が付加されたソーシャルグラフを得

る. 
また,これらのシステムを利用してもらう際には,利用者

のプライバシーを考慮し,事前にシステムの概要や動作に

ついて認知、了承してもらった上での使用が必要であると

考えられる. 
2.2 表情分類 

本システムは表情を分類し,感情を判別する機能が存在

する.表情の分類法として Ekman らが驚き,恐怖,怒り,嫌悪,
悲しみ,幸福といった基本的な 6 種類の表情に分類する手

法を提案している.これらの基本的な表情は万国共通であ

り,文化や人種に問わず現れるとされる.しかし,これらの表

情は社会的な文化やルールによって感情が抑えられ,表情

の差が発生する事がある.太田らは,日本人は表情筋の動か

し方や表現力が欧米人と比べ弱いという事を確認したが,

表情の特徴に関しては概ね一致する事を明らかにしている

[6].したがって,実際の利用時にはそれほど感情が表出しな

い場合があると考えられる.このため,単純な分類を行うだ

けでなく,表情の度合いもスコアとして取得する事が好ま

しいと考えられる. 
また,Ekman らは 50 分の 1 秒ほどの短い時間で表出する

表情に ,本質的な表情および感情が表れるとしている[4]. 
Ekman はこれを Micro-expressions（微表情もしくは微細な

表情）と呼んでいる.Pfister らのように短い時間に連続で表

情を取得する事で微表情を認識する研究も行われている

[7].同様にして本システム上でも微表情を捉える事が出来

れば,より詳細な感情情報が得られると考えられる.  
 

3. 基礎実験 

前章で示したように,本システムは,表情分類とソーシャ

ルグラフへの感情情報付加といった 2 つの機能に分けられ

る. 今回は基礎的な表情分類の検討を行うため ,基礎的な

実装を行い,評価した. 
3.1 特徴点の取得 

 表情分類をするためには,表情の状態および顔の分析が

必要となる．顔の分析の指標として,目や口,鼻といった顔

の器官がどういった配置や大きさ,輪郭線であるかといっ

た情報が必要である.今回の実装では,顔の各器官の特徴点

を取得する. また,取得方法としてWebAPIを利用する.本シ

ステムでは ,顔特徴点の取得にリアルタイム性は必要な

く,SNS を利用する時点でインターネットの接続は保証さ

れているからである. 
顔特徴点を取得する Web API として,detectFace();[8]を利

用した.図 2 に detectFace();で取得出来る顔の特徴点を示す.
図 2 の赤い点が顔の特徴点を表しており,ここで得られた

特徴点の座標を元に表情を表す特徴量の取得を行う. 
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図 2 detectFace();で取得できる顔の特徴点 

 

3.2 表情の分類実験 

取得した顔特徴点情報を基に表情分類を行う.表情分類

を行うために特徴点の情報から表情の特徴量を決定する. 
叶ら[9]は顔特徴点情報から,両目の長さで正規化された各

特徴点同士の距離を用いて特徴量を決定し,表情を分類し

ている.今回利用する特徴点は同一ではないが,近似した特

徴点であるため,同様の特徴量を決定する事ができた.表 2
に今回決定した特徴量の対応表を示す. 

 

表 2 特徴量対応表 

特徴量 関数 

V1 V1 = BL1.X – BR1.X 

V2 V2 = N1.Y – BR5.Y 

V3 V3 = N1.Y – BR4.Y 

V4 V4 = N1.Y – BR3.Y 

V5 V5 = N1.Y – BR2.Y 

V6 V6 = N1.Y – BR1.Y 

V7 V7 = N1.Y – BL1.Y 

V8 V8 = N1.Y – BL2.Y 

V9 V9 = N1.Y – BL3.Y 

V10 V10 = N1.Y – BL4.Y 

V11 V11 = N1.Y – BL5.Y 

V12 V12 = ER1.X –ER4.X 

V13 V13 = (ER5.Y – ER3.Y + ER6.Y – ER2.Y) / 2 

V14 V14 = EL4.X – EL1.X 

V15 V15 = (EL5.Y – EL3.Y + EL6.Y – EL2.Y) / 2 

V16 V16 = M3.Y – N1.Y 

V17 V17 = M1.Y – N1.Y 

V18 V18 = M7.Y – N1.Y 

V19 V19 = M7.X – M3.X 

V20 V20 = M5.Y – M1.Y 

 

表 2における特徴量を決定づける特徴点は,図 2における

特徴点と対応しており,それらの X 座標,Y 座標を使用して

いる.また,これらの特徴量は両目の長さである V12 と V14
の平均値によって正規化して使用する. 
次に,決定した特徴量を使用して表情の分類を行う.今回

は表情を驚き,怒り,幸福の 3 種類とこれらの表情との比較

のために真顔の表情を追加して基礎的な分類実験を行う.
実験にあたり 1名の被験者から各 4種の表情写真を 30枚ず

つ,計 120 枚計測した.図 3 に各表情の例を示す. 
 

 

図 3 各表情の例 
 

これらの表情写真からそれぞれ特徴点情報及び特徴量

を取得した.この特徴量を元に Weka version 3.7.7[10]を用い

て分類器の試作とアルゴリズムの比較を行う.分類アルゴ

リズムには J48,Multilayer Perceptron,Naïve Bayes,SMO,IBk
を利用した.表 3 に各分類アルゴリズムによる正答率の比

較結果を示す.表 3より全体として概ね 70%以上の正答率で

あり,特に Multilayer Perceptron,SMO,IBk は 80%以上の正答

率となっており,1 人の被験者であれば,表情の分類が可能

であると言える. 
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表 3 各分類アルゴリズムによる正答率の比較結果 

分類器 正答率[%] 

J48 76.9 

Multilayer Perceptron 86.2 

Naïve Bayes 73.5 

SMO 85.7 

IBk 83.3 

 

4. おわりに 

 本稿では,SNS 利用時における表情を用いて感情情報を

付加したソーシャルグラフの構築を行うシステムの検討を

行った.基礎的な実験として 4 種類の表情写真から表情を

構成する特徴量の検討及び分類アルゴリズムの比較を行い,
その結果より,1人の表情からは各分類アルゴリズムが 70%

以上,高いもので 85%ほどの正答率がある事が分かった.こ
れにより,4 種類の表情内で同一の被験者であれば,高い正

答率で表情の分類が行える事が分かった. 
今回は 1 人の被験者に対し 4 種類の表情で分類を行った

が,今後,表情の種類を増やして分類を行う事やその他複数

の被験者に対して,今回実験で得た分類アルゴリズムがど

の程度の正答率を出せるかといった事の確認が必要である.
また,感情分類の正しさを評価するために,自然言語処理を

用いる等,他の手法による感情評価や表情写真の撮影対象

者による表情の自己評価との比較を行う必要がある. 
また, 感情情報をソーシャルグラフへ付加する手法の検

討やアプリケーション,サーバの実装なども必要である. 
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